
資料９

候補地選定の考え方(案)

①母集団は、自然環境の観点から価値が高い地域として、既存の制度や調査
結果等をもとに抽出された地域を選ぶ

②条約上の学術的基準を踏まえた詳細な検討が可能となるよう、母集団から
面積的要件や人為的改変度等により詳細検討すべき対象地を絞り込む。

③詳細検討対象地域について、学術的・専門的な観点から詳細検討し、現在
の知見で条約上の学術的基準に合致すると考えられる地域を検討する。

● 検討会における作業の概要（案）

第１回検討会

自然環境保全地域、自然公園特別地域① ・
・森林生態系保護地域

などＡ. 母 集 団 ・重要生態系400

＝自然環境の観点から価値の高い地域

第２回検討会

詳細検討すべき地域の絞り込み
・面積的要件②

など・人為的改変度
Ｂ．詳細検討対象地域

第３回検討会

条約上の学術的基準を踏まえ、学
術的・専門的見地から詳細検討
・国際的価値の検討③

など・類似世界遺産の有無

第４回検討会

Ｃ.検討会としての
＝現在の知見で条約上の学術的基準に合致すると候補地

考えられる地域

検討会における検討事項
↑

↓
行政の作業

からの整理保護区の設定状況等
条件の整っている地域の選定→

暫定リスト
＝ 今後５年程度以内に政府として世界自然遺産
に推薦する地域のリスト
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